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行政評価委員会説明資料

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）

社会的企業を育てる環境整備による人材環流事業

（市事務事業：シビックイノベーション推進事業）



産業振興事業部
先端産業振興室スナバの概要

2
2

2018年8月にオープンしたシビック・イノベーション拠点。「生きたいまちを共に創る」をビジョンに、
コワーキング・アクセラレータ・リビングラボの3つの機能を有し、全ての人が自分が生きたい暮ら
しを実現するためのアクションを起こすムーブメントを実践中。現在の会員数約120名。
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■どんな人？
起業家、フリーランス、企業の社員、行政職員、
地域企業の2代目、etc...

■どこから来てる？
塩尻市、松本市、伊那市、下諏訪町、
東京都、名古屋市、福岡県、etc…

■年代
高校生、大学生（インターン）、20代〜70代

■ジャンル
デザイナー、クリエイター、農家支援、福祉、
シェアハウス運営、空き家活用、観光、etc...
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持続可能なビジネスに挑戦する

地域の起業家に向けた

事業を加速させる

4ヶ月の実践型プログラム
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第1期：7名の参加 第2期：10名の参加

エヌイチ道場は「喜ばせたい誰かがいる高校生」に寄り添い、
実際に高校生が事業を起こすためのプログラム。

第3期：12名の参加
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セイコーエプソン（株）

SBイノベンチャー（株）

エプソンアヴァシス（株）

中部電力（株）
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16

塩尻CxO Lab2023テーマ



産業振興事業部
先端産業振興室関係人口の強化について

17

【As is（CxO Labのみ）】
・地域への関わりしろを、事務局で意図的に創出
・プロジェクトが終了すると、関わりしろが喪失
・数名は継続的に地域で活動するが、極めて限定的
→継続的関わり創出は工数がかかり持続不可能
・地域からの理解が不足し関係性が限定的で分断

【To be（Web3.0の概念導入）】
・地域でやりたいことや課題解決に対して、自らアクショ
ンやプロジェクト創出
・アクションやプロジェクトに必要なリソースを、コミュニ
ティ内から確保
・関係人口と地域プレイヤーの自律的な共創を促進

【具体的手法】
■NFT発行による関係人口の「デジタル住民」化
・発行主体：NPO法人MEGURU（「MEGURU NFT」）
■分散型自立コミュニティ（DAO)の形成
・地域への関わりや課題解決を自主的に企画、プロジェクト化
・コミュニティ内で必要な資源等を調達
・コミュニティ運営：地域おこし協力隊
※全国でも100件以上の活用事例が存在

■NFTによるデジタル住民化イメージ
・NFT:偽造不可な鑑定書・所有証明書付きのデジタルデータ
 →住民票と同じく「保障された権利」を有する。

■DAOによる分散型自立コミュニティのイメージ
・特定の所有者や管理者が存在せずとも、事業やプロジェクトを推進できる組織
 →能動的で主体的な関わりができるコミュニティが創出できる。

※旧山古志村の先進事例

参照：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000167.000046191.html

参照：https://schoo.jp/matome/article/1541

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000167.000046191.html
https://schoo.jp/matome/article/1541
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これまでの成果

■定量的成果

・スナバのメンバー数 延べ人数：243名 現人数：118名

・プログラム運営（シード/アーリー期、高校生、地域おこし協力隊）

回数：12回 延べ参加者数：70名以上

・移住/定住者/2拠点人数：50名以上

・法人等からの収益：約500万円（EPSON/アヴァシス/県委託女性起業家支援）

・関係人口人数：526名

■定性的成果

・地域インパクトを志向する事業の創出

株式会社HYAKUSHO：耕作放棄地の取得、塩尻ワイン振興（アイマニ）

NPO法人MEGURU：地域中小企業の人的資本経営支援（地域の人事部）

株式会社magmag：滞在型ツーリズム開発、木曽漆器のデザイン経営と販路開拓

個人事業：大門マルシェ、アーティストインレジデンス、ミミー商店（大門商店街活性）

・塩尻市の事業支援

新規/中途採用職員向けプロモーション動画の作成

各種計画への参画（第６次総合計画、行政評価委員会、都市マス）

・各種団体との連携

関東経済産業局（各都道府県の常駐拠点として検討）

名古屋工業大学（人工知能によるコミュニティ形成における分析の共同研究）

株式会社ゼブラアンドカンパニー（地域型インパクト投資の推進）

社会起業家

スキル提供者

フォロワー

社会的企業が
生まれ育つエコシステム
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KPI
202３年度 2024年度 2025年度

目標 見込み 目標 目標

新たにソーシャルビジネ
スを手がけた人数（のべ
スナバメンバー数） ４０人 50人 ４５人 ５０人

新たに生まれたソーシャ
ルビジネスの数（法人数） ３社 ２社 ３社 ４社

ソーシャルビジネスの担
い手となった関係人口の
数

2人 2人 ４人 ８人

インパクト投資家より投
資を受けた企業数 1社 2社 ２社 ３社
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事業の投資対効果

シビックイノベーション推進事業
（スナバ・関係人口）

企業

移住者
起業家
社会的企業

塩尻市

地域企業

高校生

ソーシャルビジネス創出

人口流入・人口増

キャリア教育
人材育成

多様な働き方
ソーシャルスタートアップ創出

人材輩出
能動的市民の増加
計画策定委員会

人材輩出
事業戦略の強化

大学
研究機関

共同研究
学術的知見提供

中間支援
組織等

モデル化
事業連携

人材採用
第6次総合計画
行政評価委員会

資源投入
（ヒト・カネ）

自主財源
（コンサル料・
コーディネート費用・
企業版ふるさと納税）

自主財源
（事業モデル化）

【具体的な施策】
「事業の始めやすさ」「望む生き方働き方」「多様性」の実現
・起業家コミュニティの形成/伴走支援/イベント等の企画
・多様な人/事業向けのプログラム企画・運営
・社会的インパクトマネジメント、インパクト評価
・多様なステークホルダーとのつながり、連携

■人が流動し続ける地域
・移住/定住人口の増加(約60名)
・若い世代のUターン
・地域に貢献する関係人口の増加

■社会的企業/起業創業の最先端地域
・事業を通した社会/地域課題解決
・新規産業と雇用の創出
・地域における資金/投資循環の実現

■多様性(DE&I)が実現される地域
・自己実現や社会的寛容度の強化
・ジェンダーギャップの解消
※現メンバーの4割程度が女性

【目指す地域像（意図するインパクト）】

【政策効果】
スナバに経営資源（ヒト・カネ）を投入することにより、
多様な地域インパクトを創出

※これまでの実績
・スナバのメンバー数 延べ人数：243名 現人数：118名
・プログラム運営：回数：12回 延べ参加者数：80名以上
・移住/定住者/2拠点人数：50名以上
・新規法人/個人事業主数：30以上
・法人等からの収益：約500万円
（EPSON/アヴァシス/県委託女性起業家支援）
・関係人口人数：526名

エプソン

エプソン
アヴァシス

長野県立大学

名古屋工業大学

MEGURU
HYAKUSHO MAGMAG

東京都市大学塩尻高校

松本深志高校 松本県ヶ丘高校

立石コーポレーション

ながの人事室

関東経済産業局

ミテモ

ゼブラアンド
カンパニー
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事業の基本方針

2022

2025

1. 約120名（延べ240名）のスナバ会員の登録
2. まちへのインパクト出現（空き家活用、駅中店舗再生、中
小企業支援、マルシェ企画）

3. 約1，600万円/年の売上高、スタッフ３人工での運営

生きたいまちを共に創れる持続可能な地域

• 起業家精神をもつ多様な人材コミュニティの
形成

• 地域企業、大企業の新規事業創造支援
• 塩尻市役所のほか、関東経済産業局や経済
産業省との連携

強み

現状

目指す姿

ギャップ
課題

• 共創・協働の文化が地域に広がっておらず、地域への
インパクトの最大化ができていない

• 法人化した社会的企業がスケールするための人と資金の
不足

• 伴走支援対象が増加する中で、運営の人数が年々減少し、
持続可能な事業モデルが構築できていない

実施方針・具体的施策

①これまでの成果の拡充
・起業家コミュニティ、プログラム運営
・プロモーション強化
・イノベーションカンファレンス等の対外企画
②事業支援や伴走機能の強化
・地域型インパクト投資の実装
・事業拡大をサポートする関係人口の拡大
③持続可能な運営体制の構築
・①と②を実現する人的リソースの確保
・資金調達を多様化する組織形態の検討

1. 社会的事業にチャレンジする
人の増加

2. 地域にポジティブなインパク
トを与える事業の創出
→共創・協働の浸透、挑戦者
を応援する地域へ

3. 自律的な運営体制の確保
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